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　山口県境に程近い益田市戸田町小浜にある衣
え

毘
び

須
す

神社。事代主命を祀り、地元民が正業である漁業繁栄を祈ります。引き潮の際は、砂浜が現

れ参道となります。「日本のモン・サン・ミシェル」とも言われます。ＴＶで紹介されてから訪れる人が多くなりました。



新役員体制決まる
令和元年度は、島根県情報産業協会員の改選期にあたります。6 月12日開催された定期総会で

12名の理事と2名の監事が選任されました。

総会後の臨時理事会で新たな執行体制が決まりました。代表理事会長には、吉岡宏理事が留任、

代表理事副会長には井上浩理事の留任と、北村功理事が新任されました。また業務執行理事に、

宮本一成理事が新任されました。

氏　名 役　職 氏　名 役　職

吉岡　　宏 代表理事会長 　 井上　　浩 代表理事副会長

北村　　功 代表理事副会長 ◯新 宮本　一成 業務執行理事

石𥔎　修二 理事 　 佐藤　寿行 理事

杉原　　悟 理事 ◯新 高尾　　忍 理事

福光　　靖 理事 　 宮脇　和秀 理事

女鹿田晃和 理事 ◯新 和田　正志 理事

竹内　　守 監事 ◯新 中島　一衛 監事

◯新 は総会で新たに選任された役員

新任の北村功副会長と宮本一成業務執行理事から抱負を頂きました。

ご 挨 拶
代表理事副会長 　北　村　　　功

このたび当協会副会長という重責を仰せつかり、あらためて気の引き

締まる思いです。

これまでは研修委員会、また会員交流WGにて会員各社様、また関係者

の皆様とコンタクトを取らせていただいてまいりました。しかしながら、

他の理事の皆様よりははるかに経験値も少なく、まだまだ心細さ・不安を感じられる面は多々あ

ると思いますが、背伸びをせず、自身のやれることをしっかりとこなし、少しでも皆様のお力に、

また協会の発展に繋がるよう尽力してまいりたいと思います。

さて、我々IT産業は、従来はホワイトカラーである業種・職種を中心に、事務の効率化、また

簡素化・平準化等の部分で大きな役割を果たしてきました。しかしながら、昨今I o T 、A I 、5G

等の日進月歩のごとく進化・発展する技術、またそれらの技術を用いたサービスにて、すべての

業種の様々なシーンでIT、ICTと呼ばれるものが活用されるようになりました。このことからも
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ご 挨 拶
業務執行理事 　宮　本　一　成

島根県によるソフト系IT企業誘致の推進により、これまでに県外に本

社を持つIT企業およそ40社が県内に事業所を開設しました。これらの立

地企業をメンバーとする「しまねI T立地企業会」を2015年に立ち上げ、

セミナー、研修会、県内視察旅行、県内イベントへの協賛などの活動を

活発に行なってまいりました。現在この会には35社が名を連ね、私が代表幹事をつとめさせて頂

いております。これら35社のうち22社が当協会の会員であり、これは全会員の29%に相当します。

今回の私の業務執行理事への就任は、この活動の延長として、地元企業と立地企業が深く交わ

り合うための触媒あるいは架け橋の役目を任じられたものと受けとめ、たいへん身の引き締まる

思いであります。

立地企業と言っても立地後すでに 7 年を経過している企業もあり、これらの企業はもはや地元

企業と言っても良いかもしれません。

私が立地企業の経営者の方々と接して驚くのは、ほとんどの人が島根県出身者ではないという

ことです。私のように島根県を故郷とする者はむしろ例外と言えます。にもかかわらず、どの経営

者も立地をきっかけに島根県が好きになり、県内在住者に負けず劣らず島根県のことを良く知っ

ています。そして、島根愛をもって県内での企業活動を活発に行なっています。こんな経営者の

方々は島根県にとって宝物と言えるかもしれません。

一方、見方を変えると島根県のIT産業にはこれら経営者を惹きつける魅力がたくさんあると言

うことです。その魅力の分析は別の機会に譲るとして、この魅力こそが島根県のIT産業の潜在的

発展可能性であり、それもまた貴重な宝物と言うことができます。

島根愛にあふれる経営者、またその方々を惹きつける島根の魅力という 2 つの宝物を大切にし

ながら、立地企業と地元企業が力を合わせることで県の情報産業がますます発展するよう、業務

執行理事として役目を果たしてまいります。

分かるように、我々の業界は全ての業界・業種を支える、そして発展させていくための必要不可

欠な業界であり、さらには全産業を引っ張っていくことが今後の役割であると感じています。

そのためには、当協会のこれまで、そしてこれからの「過去」→「現在」→「未来」という時

間軸において、「過去」の活動のフィードバックにより良い点は継承し、改善すべきところは積極

的に改善し、それを「現在」の各社の企業力の強化または県全体のIT産業発展に繋げ、その中で

「未来」を見据えた最先端技術の習得・情報発信、そしてもう一歩先の未来となる今後のI T産業

を支える若い世代を育成する、これが当協会に与えられた使命ではないかと思います。

ただ、変化の激しいこの時代、一朝一夕で全てを実現するのは困難ではあると思いますが、時

代に沿った優先課題を見極め、皆様の多くのご支援をいただきながら結果を求めてまいりたいと

思いますので、引き続きお力添えのほど、よろしくお願い申し上げます。
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令 和の時代になり初めての一般社団法人島根県情報産業協会通常総会を令和元

年 6 月12日松江市サンラポーむらくもで開催しました。

この総会へは議決権を有する正会員者61社のうち59社の参加がありました。杉原

悟理事の司会進行で16時に始まり、吉岡宏代表理事会長の挨拶、来賓紹介の後、議

長には吉岡会長が選出されました。

事業報告・決算報告では、まず会員数については、前年度末同数の正会員60社、賛

助会員17社の合計77社であったこと、また I T人材育成のための研修事20講座に134

人の参加があったことなどが説明されました。決算では、資産合計が490万 4 千731円、正味財産増減計算

（損益計算）では63万 6 千956円となったことが報告され、賛成多数で決算が承認されました。

続いて、役員の選任が議題とされました。この総会の終了をもって、役員任期が終了するため、協会活

動強化のため理事増員を行い、12名の理事と 2 名の監事が選任されました。

なお、総会後終了後、平成30年度協会主催人材育成研修事業に多大な貢献を頂いた、㈱マツケイ、㈱オ

ネスト、㈱アイ・コミュニケーションの三社に吉岡会長から感謝状が渡されました。

総 会後に開催した交流会には82名の参加がありました。新

たに代表理事副会長に就任した北村功氏の開宴の挨拶

に続き、多忙の中出席頂いた、経済産業省中国経済産業局大倉

司郎参事官、島根県議会高橋雅彦農林水産委員会委員長、島根

県商工労働部太田史朗次長の各氏に祝辞を頂きました。また、

松江市星野芳信副市長に乾杯の音頭をとって頂きました。役員

となった各理事が登壇し、吉岡会長から紹介がありました。ま

た、新たに会員となった㈱イーグリッド小村淳浩代表取締役に

挨拶をして頂きました。N P O法人プロジェクトゆうあいの今

岡克己理事の指揮のもと協会恒例行事であった島根県民の歌

「薄紫の山脈」斉唱を行いました。井上浩代表理事副会長の中

締めの挨拶で閉宴となりましたが、活気に満ちながらも和やか

な交流会となりました。な交流会となりました。

令和元年度 総会・交流会開催
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令和元年度予算
平成31年 3 月13日開催した協会第 4 回理事会で平成31年度（令和元年度）の予算が決まりました。今回

の予算の特徴は、県内高校生が学校で行うITクラブ活動に対する助成及び技術サポートを協会で行う制度

を創設したことで、1 校当たり200千円 3 校分の600千円を人材研修事業に計上しています。また、人材研修

事業で受講者から頂いている受講料に関して、受講者が多い場合など一定の条件のもとで、研修事業を持

続的なものとするための基金積立金に一定の余剰額を組み入れることができるとする改正を盛り込むこと

にしました。

予算の状況（単位：千円）は次の通りです。

人材研修講座一覧
令和元年度後半の人材研修講座は下記の通りです。県からの助成金交付があり、格安の受講料となって

います。多数の方の受講をお待ちしています。

区　分
H30 令和元年当初予算

当初予算 決算見込 一般会計 JISA 人材 調整 合計 増減表

収

　入

会 費 5,008 5,120 5,120 　 　 　 5,120 5,120

特 別 会 費 910 910 910 　 　 　 910 910

受 講 料 7,929 6,184 　 　 6,826 　 6,826 6,826

県 補 助 金 6,000 6,000 　 　 6,500 　 6,500 6,500

J I S A 交 付 金 300 300 　 300 　 　 300 300

雑 収 入 1,120 997 700 　 　 　 700 700

他 会 計 繰 入 金 0 0 900 　 1,140 ▲ 2,040 0 　

基 金 取 崩 収 入 1,078 0 1,140 　 　 　 1,140 　

前 期 繰 越 金 755 884 709 　 　 　 709 　

収入計 23,100 20,395 9,479 300 14,466 ▲ 2,040 22,205 20,356

支

　出

会 議 費 2,000 1,476 2,000 　 　 　 2,000 2,000

情 報 交 流 委 500 485 500 　 　 　 500 500

普 及 啓 発 費 430 421 430 　 　 　 430 430

高 度 化 事 業 675 674 　 300 　 　 300 300

人 材 育 成 事 業 11,539 10,400 　 　 11,733 　 11,733 11,733

事 務 管 理 費 6,863 5,230 4,700 　 1,833 　 6,533 6,533

特別会計繰出金 0 0 1,140 　 900 ▲ 2,040 0 　

基 金 積 立 金 1,000 1,000 500 　 　 　 500 　

予 備 費 93 0 209 　 　 　 209 209

支出計 23,100 19,686 9,479 300 14,466 ▲ 2,040 22,205 21,705

収 支 差 0 709 0 0 0 0 0 ▲ 1,349

前期末正味財産額 3,860 3,811 　 　 　 　 　 4,115

期 末 正 味 財 産 3,860 4,520 2,766

No. コース名（日程） 期　間 計画人数

10 EQ（感情能力）を高める～共創時代における人間関係構築に向けて（9月6日） 1日間 4名

11 データサイエンス入門～データ活用の観点と代表的な分析手法（9月10日～11日） 2日間 4名

12 体験！IoT～Raspberry　Piによるセンサープログラミング入門（9月20日） 1日間 5名

13 プロジェクトマネジメント疑似体験ワークショップ（10月3日～4日） 2日間 6名

14 アプリ開発者のためのDockerで学ぶコンテナ仮想化入門（10月18日） 1日間 4名

15 作って学ぶ　IoT基礎～センサーデータの収集、蓄積、分析、フィードバックまで～（10月25日） 1日間 7名

16 システム品質マネジメント（11月7日～8日） 2日間 6名

17 プロジェクトリーダーのための戦略的交渉術～交渉戦略の立案と実践スキル～（11月14日～15日） 2日間 6名

18 業務分析設計概説～システム開発における要件定義のまとめ方～（11月28日～29日）【出雲市開催コース】 2日間 4名

19 SEに求められるヒアリングスキル～効果的な顧客案件の聞き取り～（12月5日～6日）【出雲市開催コース】 2日間 5名

20 プロジェクトマネジメント技法の実践～品質分析、進捗分析、対策編（12月12日～13日） 2日間 6名

21 Ruby World Conference 2019（11月7日～8日） 2日間 40名
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平成21年度から実施している県内I T企業実態調査の結果がこのほどまとまりました。この調査は
春から従事者数を、夏にかけては売上高等と 2 回に分けて各社の協力を得て行ったものです。

調査結果は次のとおりです。
旺盛なIT需要のもと、改元や消費税導入を控え、またWindows7のサポート終了が予定されたこと

から、対応等の特殊事情のため、売上高は5.9％13億円増の244億円、経常利益は、5.5％0.7億円増の14
億円となりました。

県内IT従事者数については、5.9％85人増の1526人となりました。
売上高・県内従事者数ともに右肩上がりの拡大を遂げており、調査開始以来最高数値を引き続き更

新しました。
また、不足とするI T技術者数については、不足を訴える会社が 8 割を超え、I T業界は厳しい技術

者不足の現状下にあります。県内本社企業と県外本社企業で比較して見ると、技術者不足感の乖離が
やや拡大していることが注目されます。

令和元年度IT企業実態調査結果速報

第30回 親睦ゴルフコンペ開催
当協会親睦ゴルフコンペが5月25日（土）、島根ゴルフ倶楽部にて20社31
名参加のもと開催されました。当日は絶好のコンディションとなり、会員相
互の親睦とお客様との交流を深め、にぎやかで楽しい一日となりました。
また、下記のとおり多数の企業様から協賛をいただき、ドラコン賞、ニア
ピン賞をはじめ、多数の賞品を用意することができ、盛大に表彰式も行うこ
とができました。なお、成績は次のとおりです。

【ご協賛各社】（50音順）

アキュートシスコム様、セントラル情報センター様、ペンタスネット様、オネスト様、ダイワボウ情報システム様、
松江情報センター様、コミクリ様、ネットワーク応用通信研究所様、マツケイ様、島根情報処理センター様、日立製作所様
 ご協賛ありがとうございました

 優 勝 　長岡　　研（ナガオカ塗装）
2 位　 藤原　文幸（アキュートシスコム）
3 位　 青木　範人（ドコモCS中国）
ベスト
グロス賞　長岡　　研（ナガオカ塗装）

R１H30H29H28H27

売上高推移

R１H30H29H28H27

経常利益推移

R１H30H29H28H27

県内ＩＴ従事者数推移

50

60

70

80

90

R１H30H29H28H27

不足を感じる企業割合

20,000

25,000

22,711 22,802
23,043

23,066

24,431

1,197

1,016

1,375

1,318

1,391

0

500

1,500

1,262 1,284

1,381
1,441

1,526

55.6

54.5

73.9

72.3

78.3

76.0
73.9

67.9

83.3

75.0

1,000

1,200

1,400

1,600

県内本社 県外本社

年度表示は調査年度

年度は調査年度

年度は調査年度
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一般社団法人島根県情報産業協会会員名簿

○理：理事　○監：監事

2019.08 現在

会　　社　　名 役 職 名 代 表 者 住　　所 電　　話

【正会員】 （正会員61社）
㈱アイ・コミュニケーション 代 表 取 締 役 目次　真司 松江市北陵町46-4 0852-28-1001
㈱アイテック 代 表 取 締 役 宮川　則男 松江市学園1丁目7番30号 0852-24-5220
㈱アイティープロデュース 出雲支店 代 表 取 締 役 糸原　賢二 出雲市駅南町2-3-1 エイコー駅南ビル3F 0853-25-8105
㈱アキュートシスコム 代 表 取 締 役 藤原　文幸 松江市乃白町334番地6 0852-31-9101
㈱アバンセ 代 表 取 締 役 福間　　英 松江市学園南1丁目15番 10-403号 0852-26-3255
㈱イーウェル 松江オペレーションセンター サービス運営本部本部長 間瀬　正典 松江市玉湯町布志名767-31 0852-60-0511
㈱イーグリッド 代 表 取 締 役 小村　淳浩 出雲市江田町40番地 0853-20-2820
出雲ケーブルビジョン㈱ 代 表 取 締 役 今岡余一良 出雲市塩冶町1291-24 0853-21-9811
㈱イード 代 表 取 締 役 宮川　　洋 松江市津田町305番地Tsuda-choBldg3階 0852-67-6685
㈱ｅ─Ｆｒｏｎｔ 島 根 支 社 長 佐々木大輔 浜田市後野町779-2 0855-25-5890
エクスウェア㈱ 代 表 取 締 役 滝本　賀年 松江市朝日町498番地松江センタービル7F 0852-78-0375
㈱エスティック 代表取締役社長 中筋　雄三 出雲市白枝町607-6 0853-22-8140
㈱エネルギア・コミュニケーションズ島根支店 支 店 長 今岡　和範 松江市学園南一丁目2番1号 くにびきメッセ5F 0852-22-9881
エフ・エスソフトウェア開発㈱ 島根開発センター 代 表 取 締 役 髙野　正己 松江市黒田町433-1ムーランルージュ1階 0852-67-1997
㈱オネスト ○理 代表取締役社長 石𥔎　修二 松江市上乃木4丁目23番50号 0852-31-8835
㈱オプティマ ビジネスソリューション統括部長 梶谷　伸二 松江市北陵町1番地 レンタルオフィスF 03-3493-8800
ガリレオスコープ㈱ 代 表 取 締 役 藤堂　五紀 松江市薦津町159 03-6809-5733
協和通信工業㈱ 代表取締役社長 河原　　厚 松江市平成町182-37 0852-23-8650
小松電機産業㈱ 代 表 取 締 役 小松　昭夫 松江市乃木福富町735-188湖南テクノパーク内 050-3161-2490
㈱コンピュータ・コンサルタント ○監 代 表 取 締 役 竹内　　守 浜田市朝日町70番地5 0855-23-5214
サイバートラスト㈱ 代表取締役社長 眞柄　泰利 松江市北陵町1番地 テクノアークしまね南館C 03-6234-3800
山陰ケーブルビジョン㈱ 代表取締役社長 石原俊太郎 松江市学園1丁目2番27号 0852-23-2522
山陰中央テレビジョン放送㈱ ○理 代表取締役社長 田部長右衛門 松江市向島町140番1 0852-20-8888
㈱シーエスエー ○理 代表取締役社長 和田　正志 出雲市今市町396-3 0853-22-4114
㈱CMC Solutions 取 締 役 原田　淳一 松江市北陵町46番1 0852-21-0525
㈱ジェットシステム 代表取締役社長 木村　和弘 松江市学園南1丁目15番10号 0852-27-3930
㈱システム工房エム 代 表 取 締 役 持田　朝子 松江市西津田3丁目2-3 0852-23-8590
㈱システムズアイ 代 表 取 締 役 中村　　治 益田市乙吉町イ342-1 第一ビル2F 050-3775-2130
㈱システムデザイン・アクティ 代 表 取 締 役 石本　光史 松江市浜乃木7丁目9番7号 0852-31-1670
㈱島根情報処理センター ○理 代表取締役社長 北村　　功 出雲市今市町321-3 0853-21-4674
島根電工㈱ 代表取締役社長 荒木　恭司 松江市東本町5-63 0852-26-2833
㈱スマートスタイル 代 表 取 締 役 野津　和也 東京都新宿区6-5-1新宿アイランドタワー22F 03-5354-5751
セコム山陰㈱ 代表取締役会長 西村　達之 松江市北陵町34番地 0852-23-6000
㈱セントラル情報センター 島根営業所 取 締 役 宮川　幸雄 松江市朝日町477-17 松江SUNビル8階 0852-23-1520
㈱ダイヤコンピュータサービス 代表取締役社長 郷田　芳穂 松江市東出雲町下意東1508番地 0852-52-5506
㈱谷口印刷 代表取締役会長 谷口　博則 松江市東長江町902番59 0852-36-5888
ティーエスケイ情報システム㈱ 代表取締役社長 舟木　　透 松江市学園南2丁目10番14号タイムプラザビル3階 0852-27-6061
㈱ティーエム２１ 代表取締役社長 阿部　　勝 松江市北陵町52-2 ゆめっくす北陵14号室 0852-60-6810
㈱テクノプロジェクト ○理 取 締 役 会 長 吉岡　　宏 松江市学園南2丁目10番14号タイムプラザビル 0852-32-1140
テラテクノロジー㈱ ○理 代 表 取 締 役 宮本　一成 松江市菅田町180アイウォーク菅田ビル304号室 0852-69-3001
㈱ドコモＣＳ中国 島根支店 支 店 長 青木　範人 松江市東朝日町88-1 0852-25-9501
日海通信工業㈱松江支店 取 締 役 本常　賢一 松江市古志原3丁目12番31号 0852-26-2255
日本システム開発㈱ 代表取締役社長 伊藤　健文 松江市松江市朝日町480番地8松江SKYビル3F 0852-28-7175
㈱日本ハイソフト ○理 代 表 取 締 役 杉原　　悟 出雲市西新町1丁目2548-7 0853-23-0098
㈱ネットワーク応用通信研究所 ○理 代 表 取 締 役 井上　　浩 松江市学園南2丁目12番5号HOYOパークサイドビル2F 0852-28-9280
㈱バイタルリード 代 表 取 締 役 森山　昌幸 出雲市荻杼町274番地2 0853-22-9690
㈱浜田コンピュータシステム 代表取締役社長 井上　公明 浜田市下府町327-85 0855-22-2020
㈱日立インフォメーションエンジニアリング 松江事業所長 中本　一成 松江市朝日町498-6日立製作所山陰支店内4F 080-3017-6723
㈱ヒューマンシステム 代 表 取 締 役 伊藤　恵美 松江市北陵町46-7 0852-60-5767
㈲ヒューマンネット 代 表 取 締 役 井上　　敏 松江市南田町130-1フォートビル3F 0852-31-2066
（特定非営利活動法人）プロジェクトゆうあい 代 表 理 事 田中　隆一 松江市北掘町35-14 0852-32-8645
㈱プロビズモ ○理 代表取締役専務 女鹿田晃和 出雲市駅南町2-3-1エイコー駅南ビル5F 0853-25-0018
㈱ペンタスネット（旧 ワコムアイティ） ○理 代 表 取 締 役 福光　　靖 松江市北陵町43番地 0852-20-7200
㈱マイメディア 代 表 取 締 役 秀浦　実晴 益田市下本郷町56番地1 0856-22-4175
㈱マース 代 表 取 締 役 杉原　成也 松江市北堀町335 0852-20-2577
㈱松江情報センター ○監 代表取締役社長 中島　一衛 松江市母衣町180番地20 0852-22-8811
㈱マツケイ ○理 代表取締役社長 佐藤　寿行 松江市乃木福富町735-211湖南テクノパーク内 0852-32-1616
㈱ミック ○理 代表取締役社長 宮脇　和秀 松江市学園南2丁目10番14号タイムプラザビル 0852-27-0329
㈱モンスター・ラボ 島根開発拠点 代表取締役社長 鮄川　宏樹 松江市白瀉本町33出雲ビル 0852-67-3860
㈱八雲ソフトウェア 代表取締役社長 松本　隆義 松江市朝日町478-18松江テルサ別館2階 03-6265-6824
和幸情報システム㈱ 代表取締役社長 山下　剛史 松江市伊勢宮町560番地 0852-24-4471

【賛助会員】 （賛助会員16社）
㈱アイル 本 部 長 上田　英知 松江市殿町201 0852-61-9115
出雲コアカレッジ 校 長 山岡雄一郎 出雲市斐川町富村 1000-8 0853-72-2500
㈱インターネットイニシアティブ 中四国支店 支 店 長 竹政　幸洋 広島市中区銀山町3-1 ひろしまハイビル21 5F 082-543-6581
㈱ケー・エス・イー 代表取締役会長 景山　　守 東京都千代田区神田小川町3-8 神田駿河台ビル3F 03-3518-0033
㈱コミクリ 松江オフィス 専 務 取 締 役 田島　　享 松江市朝日町498 松江センタービル8Ｆ 0852-27-5672
㈱山陰合同銀行 システム部長 広戸　道成 松江市袖師町6番10号 0852-26-7222
㈱島根銀行 業務管理グループ部長 小川　隆浩 松江市朝日町484-19 0852-24-1237
ダイワボウ情報システム㈱松江支店 支 店 長 白柳　晃男 松江市朝日町498-6 0852-27-1621
西日本電信電話㈱島根支店 ビジネス営業部長 足立　　亘 松江市東朝日町102 0852-20-7686
日本電気㈱山陰支店 支 店 長 宮尾　修二 鳥取県米子市東町171 米子第一生命ビル4F 0859-38-9090
㈱パソナテック島根Lab 島根l a b所長 田窪　大樹 松江市朝日町498 松江センタービル9F 050-2018-2169
㈱日立システムズ 山陰営業所 営 業 所 長 林　英二郎 松江市御手船場町551 ニッセイ松江ビル4F 0852-24-1021
㈱日立製作所 中国支社 山陰支店 支 店 長 増田　　健 松江市朝日町498-6 0852-26-7366
フェンリル㈱ 事 業 本 部 長 芹澤　　満 大阪市北区大深町3-1 グランフロント大阪 タワーB 14F 06-6377-7606
富士通㈱山陰支社 山 陰 支 社 長 竹岡ゆかり 松江市学園南2丁目10番14号 タイムプラザビル 0852-24-6624
専門学校 松江総合ビジネスカレッジ 校 長 坪内　浩一 松江市東朝日町７４ 0852-26-8000
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当社は2010年に設立し 9 年目を迎え、

「I T×Xによりお客様の課題を解決し、ビ

ジネスを成功に導くことでお客様と社員

の未来を創る」というミッションのもと、

ソフトウェア開発とWebマーケティング

を主軸において展開しています。島根と東

京に拠点を置き、大半のクライアント様は

東京圏、名古屋圏、大阪圏となりますが、

東京側のメンバと島根側のメンバでそれ

ぞれの役割をしっかりと持って活動して

います。採用に関しては、東京、島根とも

に地元出身者は地元で活躍できる環境づ

くりに取り組んでいます。

ソフトウェア開発事業については、「Ruby on Railsによるニアショア開発」「位置情報サービス」「CRMサービ

ス」を展開しています。Webマーケティング事業については、制作から分析・マーケティングまで総合的に提供

しています。

2019年 8 月にはニアショア開発拠点として新たに開発センターを開設して、より地元への仕事の集約と若手

エンジニアの雇用及び育成を強化してまいります。

　今年度創設した高校I Tクラブ助成制度については、4校から申請がありました。協会内に設

置した審査委員会を経て、理事会で、出雲工業高校（ロボコンのための制御用超小型コンピュー

タ整備）、出雲高校（校内松枯れ対策のための3Dデータ解析ソフトウェア整備）、隠岐高校（ス

モウルビーコンテストのためのスクラッチ型ソフトウェアの整備）の3校に助成することが決

定されました。

　今回の助成対象校に関しては、協会会員社の技術サポートを要請する学校はありませんでし

た。この助成を通して県内高校生がIT技術への興味と情産協加入各社を身近に感じてもらうこ

とができればと思います。

編集
後記


